



















けることができるのは 歌掛けには一定のストーリーがあるからだということがだんだんにわかってきた そのストーリ はさまざまだ。
父系一夫一婦制を営むペー族の歌掛けは、男女が出会って、名前や村
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築し、歌うことによって、その流れに自らの心を乗せ 社会的制度からはみ出してしまう個別の心を、再び制度 乗せているのである。逆に言えば、歌掛けのストーリーが、それぞれの結婚制度 維持しているのである。
また、リス族（傈僳族）は、中国共産党による、いわゆる解放政策以
前には、親の取り決めた相手と結婚しなくてはならず、それに逆らって、恋人と駆け落ちし心中する事件も多かった。現在でも彼らは、こ 駆け落ち、 心中に至 ストーリーに則って歌を掛け合うことがある
（注
6）。また、











国人研究者のタームをそのまま使用し、チン族やプイ族の歌掛けストーリーの、それぞれの段階で歌われる歌が万葉集にも確認でき ことを指摘している。しかし、 「歌路」というターム 、実際の恋愛 進行過程とその段階で 恋歌が直接 応するという、実体的な概念である 実際には、歌掛けの誘いの段階から、かなり高いテンション の誘い歌や誓
歌が歌われているし、リス族の駆け落ちや心中に至るストーリーはむろん虚構の設定である。そこで本稿では、 「歌路」というタームは用いず、ストーリーと呼ぶことにする。
また、本稿では、歌掛けのストーリーのさまざまな段階で歌われた歌






















































































































































































査当時四二歳。この独詠歌は、彼女が自ら経験した愛情生活を歌 継いだもので、五二首が掲載されている。その様子は、 「彼女は完全にかつての悲喜交々の愛情の中に没入し、周囲で聞いていた数人の娘たちも その目を潤ませていた」ということである。
ラム・ガトゥサによれば、もともと彼女は温泉郷の人で り、若いこ



















 私はこの世に生まれて 千人の男性と会いましたが、あなた ように私の心を奪った人はほかにいなかった。 （
17）
❸
 一日、三度 食事 願うの 栄光や富ではない この心はあなたの後ろであなたを思っているのだ。 （
18）
❹
 私を生み育ててくれた母の家で、私は誰があ たと同じように私を思ってくれるのかわから かった。 （
19）
❺










































 木の実がまだ熟していないうちに、指さして食 たい食べ いむずむずし いる。 （
31）
⓱
 今のように木の実がすでに熟すと、ほっておいてそれ 腐る運命にある。 （
32）
⓲

















 なぜ私たちは若いころ、背は伸びた 知恵が足りなかったのだろう。 （
37）

 私の名声は早くから村に知れわたってい 、しかし誰一人として私の心の苦しみをわかる人はいなかった。 （
38）

 こんな過去 出来事 思い出したくはない、こうなることが私の運命だったのだろう。 （
39）

 今、私の手元には三人のかわい 女の子 いる。こんな苦しい出来事を思い出しても何にもならない。 （
40）

 故郷を離れ他人の家はたしかに素晴 しいが、私は故郷を忘れることはできない。 （
41）



















 あなたが村を離れて高山を登って行 あの日、私のほかに誰一人としてあなたを見送る人はいなかった。 （
46）















 あなたは道理もわからず私を愛した、母以外に を愛してくれた人はいなかった。 （
50）

 あなたが私を忘れて かまわないが、私の母の言った言葉は忘れてはいけな 。 （
51）









































の神し知らさむ」 〈本当はあなたを思っていない に思うなどと言ったら、大野の三笠の杜の神様がばちをあてるで ょう〉 （巻四・五六一、大伴百代）などと同じく、うそをつい 天地の神にはお見通しで、 「私にばちをあてるで ょう」とい くら の意だろう。②の「恋しい」という気持ちに偽りはないのだと強調してみせ 歌である。
実際に二人がそういう関係になっているというのではなくて、 「ひ




















その端から「移ろっ しまう私の心だわ」と、男に引き戻されてしまう自らの心を、よくわからないものとして、なかば自嘲的に捉え 「はねず」はニワウメの古名と言われるが、はねずで染めた濃い桃色はすぐに褪せてしまう だろう。④で男を責め ⑤ 上句では別れを決意しつつも、下句で再び男に引き戻されてしまう。モソ人の独詠歌と同じで、協調と対立を行きつ戻りつする、その中に自分の心が見つめられて くのである。
⑥も、この恋など、思っても仕方のないも と分かっていると諦めの

































さかに見ぬ日さまねく」 （たまたま逢えない日が続いて）と二人が逢えない理由を偶然だと言っているのを承けつつ、その逢えない理由を人言が激しいから、と解してのものだろう。人言だとか何かと理由をつけて逢おうと ない男の言い訳に対して、 「しゑや」 （ちぇっ、まったくもう）という品のない言葉を使い、今でさえこ なのだから 将来が思いやられると、当てつけのように切り返し、再び男 責める。
ところが⑧は、その言い訳としての人言を、二人の仲を裂こうとして
いる中傷の言葉と捉え返し、そういう中傷は聞かないでく さいと、再び「思ふ」側に引き戻される。
そして⑨では、 せめてつらい恋を重ねて 逢っているときくらいは、 「優
































































































































































































































































は異なる生活、神々の生活を なければならなかった」と言うように、万葉貴族も、神々の、王 恋愛を理想 ものと考えていた。
だから、万葉の女性は男の訪れがなくなっても、男を静かに思い続け
ることが理想とされるのである こうし 理想的な恋愛を、女 心情として歌うのが、万葉恋歌の典型とされた磐姫皇后の四首連作歌である
来ない男への不安から始まり、それに抗しつつ気持ちは昂るけれど、
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